
尾道市立日比崎中学校

改善計画

7月 1月

＜生徒指導部：チームポジティブ
＞
〇生徒会や、各種行事における
リーダーに役割を与え、教職員の
支援や指導を通して、生徒自らが
主体性を持って活動したり、他者
とコミュニケーションを図ったり
できるようにする。
○感動・涙・歌声・笑顔あふれる
学校行事を通して、「達成感」と
「あこがれ感」を醸造する。

〇自尊心アンケート

○行事満足度「達成感・あこがれ
感」学校評価・生活調査アンケー
ト

80％以
上

90%以
上

80.1%

93.0%

100%

103.3%

A

A

〇赤船祭（体育競技の部）では、各学
年を3つの団に分け、縦割りによる
様々な活動を実施した。綿密に計画的
された活動を通して、生徒に達成感や
憧れ感、一体感を感じさせることがで
きた。
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・赤船祭では、3年生を中心に、大変まとまりの
ある演技を見ることができた。
・生徒たちが、できることを一生懸命やっている
姿は、とても素晴らしい。日々の学校生活におい
ても、様々なことが経験できているのだろう。
・縦割りにして目立っていた団長・副団長を見
て、多くの生徒が「自分たちもやってみたい」と
口にするようになるとよい。
・集団生活を通した協調性の育成は、社会に出て
も大切になってくる。継続して欲しい。
・数値が向上しているので、今後も続けて欲し
い。また、自尊心の低い生徒のフォローもお願い
したい。
・生徒が自分自身を大切にし、自信が持てるよう
になって欲しい。

・生徒が主体となった活動ができている。
「活動あって学びなし」とならないよう
に、綿密に計画を立て、活動を進めてい
く。様々な活動を通して、生徒にどのよう
な力を付けていくのか明確にし、活動を進
めていく。

＜生徒指導部：チームポジティブ
＞
〇校内研修やアセスの活用を通し
た、効果的な話し合い活動が進め
られる基盤となる、温かな学級集
団づくりを、学校全体で進める。

〇学級満足度調査 85％以
上

85.0% 100% A

〇校内研修やアセスの活用及び分析を
通して、学級の実態を客観的に把握
し、温かな学級集団づくりを、組織で
進めることができている。また、学級
集団づくりに係る効果的な実践等につ
いても、教職員同士で共有できてい
る。 6

・校内研修やアセスが効果的に活用されており、
学校全体の教育水準向上に寄与していると思う。
・チームでの活動を、いろいろな場所で、実施し
て欲しい。
・教員同士で共有できていることを、保護者も共
有できるとよい。

・温かな集団をつくっていくために、縦割
りや赤船祭の団ごとによる取組を、行事以
外の様々な場面で進めていく。取組を通し
て、生徒が正しい関わり方について、コ
ミュニケーションの図り方について学べる
ように、機会を増やしていく。

＜教務部：チームファイン＞
○保護者や地域に向けた学校の取
組を、積極的に発信する（ホーム
ページや各種通信、校内掲示板等
を通して）。
○学校運営協議会における協議内
容を活かした学校づくりを進め
る。

○保護者地域満足度に係る保護者
アンケート

80%以
上

○生徒と向き合う時間を増やすた
めの業務改善に向けた取組を促進
する。

〇働き方改革アンケートに係る教
職員アンケート

80%以
上

　

108.8%

107.4%

A

A

C

B

A

〇学力調査（令和7年4月実施）におい
ては、ほぼ全ての教科で全国平均を上
回っているが、目標値としている＋5
ポイント以上上回ったのは、2学年が4
教科、3学年が5教科となった。
〇全国学力学習状況調査（令和7年4月
実施。第3学年対象）では、全ての教
科で全国平均を上回ったが、目標値と
している＋5ポイント以上上回ったの
は1教科となった。
〇各教科の授業満足度は、全ての教科
で80%以上となったが、90%以上は2
教科のみとなった。

〇「働き方改革アンケート（令和7年6
月実施）」において、多くの項目で、
前回（令和6年12月実施）の数値を上
回った。どのような取組が数値の上昇
につながったのか、現在、分析をして
いるところである。
〇また、依然として尾道市の平均値を
下回っている項目もあり、他校の優れ
た実践を広く知り、本校の実態に合わ
せて、取組を進めていきたい。
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・学力の向上について、先生方の努力にはいつも
感謝している。できるだけ家庭にも協力してもら
えればよい。
・教職員が、生徒の理解を深めるための適切な指
導を行っていると思う。授業を通して、生徒の関
心を深めていると思う。
・引き続き頑張ってもらいたい。
・数値はよいと考える。また、各個人の優れた部
分を成長させることも大切である。平均的な成長
と併せて、得意な教科を一段と伸ばせるようにな
るとよい。
・平均を下回った生徒のフォローをお願いした
い。

・サバプロの取組は大変よい。サバプロのプレゼ
ンも、どの生徒もよく頑張っていた。防災教育は
もう少し早期に行って欲しい。
・防災教育を通して、災害を他人事ではなく、自
分自身の問題としてとらえて欲しい。また、避難
経路を作成する活動等、実践的な活動も必要であ
る。
・小学校との連携が全学年で実施できたとある
が、連携内容の具体を知りたい。また、連携した
ことをどのように分析し、どのように反映してい
くのか、知りたい。
・English Dayがニュースで取り上げられたが、
例えばニュースが見られるHPのQRを保護者に情
報提供するなどしてもらいたい。

・小中連携をさらに推進していく。小中連
携の実施回数は、昨年度よりも多くなって
いるが、今年度はその質を高めていく。
・小中９年間の取組を通して、生徒の資
質・能力の育成を図っていく。
・サバプロ等の活動では、外部人材を活用
しながら、生徒の資質・能力の育成を図っ
ていく。1

働き方改革の推進
による信頼される
学校づくり

・教育環境やサポート体制が、非常に整っている
と思う。継続して欲しい。
・保護者アンケートの結果を受け取りながらも、
その結果が学校の方針に大きな影響を与えないよ
うにして欲しい。学校の方針をぶらさないように
して欲しい。
・働き方改革により、子供たちと過ごす時間が
減ってしまうことに、先生方もジレンマを抱えて
いると思う。
・先生方の帰宅時間が早くなるように、働き方改
革を、尾道市全体で取り組んでもらいたい。
・働き方改革について、どのくらいの時間外勤務
があるのか、資料があれば提示してもらいたい。
・HPの見た目が古い。今年度になって更新頻度
が改善されたが、写真等を使ってもっと見やすい
HPにしてもらいたい。

・日々の業務の中で、教職員がやりがいや
充実感を得られるために、どのような取組
ができるのか、校内研修等を通して、それ
ぞれの意見を交流していく。
・個人情報保護の観点から、写真等を使っ
たHP作成は難しいところもあるが、保護者
にとって学校の様子が伝わるHPづくりを進
めていく。

・目標値は上回ってはいないが、ほぼ全て
の教科で、全国平均を上回っていること
は、評価できる。
・目標値に向けて、さらに研究を継続・発
展させていく。また、研究授業だけではな
く、日々の授業の中で、授業改善を図って
いく。

87.0%

85.9%

1
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＜研究部：チームラボ＞
〇小中連携、研究授業、校内研
修、学力テストの分析を通して、
主体的な学びを促す授業づくり
（学習課題の設定と発問の工夫・
単元開発・話し合い活動）を意識
した授業改善を、学校全体で進め
る。

〇各種テストで、全国（県）平均
を＋5ポイント以上上回る。

〇各教科の授業満足度

〇「課題発見・解決学習」に係る
生徒アンケート

100%

90％以
上

70%以
上

71.4%

86.3%

72.0%

71.4%

95.9%

102.9%

「サバプロ」及び「赤船祭」の深
化による生徒の「主体性」、「コ
ミュニケーション能力」の育成
①「学力を伸ばす」→主体性・コ
ミュニケ―ション能力
②「正しい関わり」→教え合い
や、指摘し合う姿

「コアカリキュラ
ム」を通した学校
づくり

66.7% C

〇日比崎小学校との連携については、
全学年で実施することができた。連携
を通して、小学校で何が、どのように
教えられ、生徒は何ができるように
なって中学校に上ってきているのか、
共有することができた。
〇2学年では、English Dayの取組、職
場体験学習で、3学年ではサバプロ
で、専門的な見地を有する地域人材を
活用した取組を実施した。
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f
目
標
値

g
達成
値

＜研究部：チームラボ＞
〇日比崎小学校との連携、地域社
会との連携を深める。他校種や地
域社会の専門的な人材を活用した
取組を進める。

〇実施の有無 全学年、
学期に三
度以上

66.7%

e 評価指標b 中期経営目標

夢
と
志
を
抱
き
、

仲
間
と
と
も
に
、

高
め
合
う
生
徒
の
育
成
～

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
と
深
い
学
び
の
実
現
を
通
し
て
～

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

「主体的な学び」
に向けた授業づく
り

j 結果と課題の説明
i

評
価

小中連携の推進による深い学びの実現を目指したコミュニケーション能力の育成
日比崎中学校は、①「学力を伸ばす場」
　　　　　　　　②「仲間を大切にし、正しい関わりを学ぶ場」を具体的に実現する。

a 　ビジョン
〇教職員一人一人の能力が最大限に発揮される学校
〇生徒・保護者・教職員・地域が誇りに感じる学校
〇組織的機能的な学校経営が確立している学校

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ ロ ハ

達成意欲を喚起させる「学習課題
の設定と発問の工夫」、見通しを
持った「単元開発」及び「話し合
い活動の充実」を通した課題発
見・解決力の育成
①「学力を伸ばす」→課題発見・
解決力
②「正しい関わり」→合意形成
力・意思決定力を身に付けた姿

組織的且つ自律した教職員の育
成、地域・保護者から信頼される
学校づくりの推進

g
達成
値

令和７年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

夢と志を抱き、仲間とともに、高め合う生徒の育成～コミュニケーション能力の育成と深い学びの実現を通して～

様式1



４月 ５月 ６月 ７月

目標数 目標数 目標数 目標数

達成数 達成数 達成数 達成数

方策進行管理シート
令和７年度　 尾道市立日比崎中学校　

C

B

A

A

学期
に三
度以
上

80%
以上

90%
以上

66.7%

100%

103.3
%

C

A

A

目標達成の
ための方策

活　　　　動
活動
達成度

方策
達成度

取組
評価

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

○保護者地域満足度に係る保護者アンケート

〇働き方改革アンケートに係る教職員アンケー
ト

＜教務部：チームファイン＞
○保護者や地域に向けた学校の取組を、積極的
に発信する（ホームページや各種通信、校内掲
示板等を通して）。
○学校運営協議会における協議内容を活かした
学校づくりを進める。
○生徒と向き合う時間を増やすための業務改善
に向けた取組を促進する。

コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
通
し
た
学
校
づ
く
り

主
体
的
な
学
び
に
向
け
た
授
業
づ
く
り

＜研究部：チームラボ＞
〇日比崎小学校との連携、地域社会との連携を
深める。他校種や地域社会の専門的な人材を活
用した取組を進める。

＜生徒指導部：チームポジティブ＞
〇生徒会や、各種行事におけるリーダーに役割
を与え、教職員の支援や指導を通して、生徒自
らが主体性を持って活動したり、他者とコミュ
ニケーションを図ったりできるようにする。
○感動・涙・歌声・笑顔あふれる学校行事を通
して、「達成感」と「あこがれ感」を醸造す
る。

〇実施の有無

〇自尊心アンケート

〇行事満足度「達成感・あこがれ感」学校評
価・生活調査アンケート

＜研究部：チームラボ＞
〇小中連携、研究授業、校内研修、学力テスト
の分析を通して、主体的な学びを促す授業づく
り（学習課題の設定と発問の工夫・単元開発・
話し合い活動）を意識した授業改善を、学校全
体で進める。

＜生徒指導部：チームポジティブ＞
〇校内研修やアセスの活用を通した、効果的な
話し合い活動が進められる基盤となる、温かな
学級集団づくりを、学校全体で進める。

〇各種テストで、全国（県）平均を＋5ポイン
ト以上上回る。
〇各教科の授業満足度

〇「課題発見・解決学習」に係る生徒アンケー
ト

〇学級満足度調査

　　【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

A

A

80%
以上

80%
以上

87.0%

107.4
%

100
%
90%
以上
70%
以上
85%
以上

71.4%

95.9%

72.0%

100%

様式２


